
知財マネジメント強化事業 実践支援取組紹介（３）

福岡県農林業試験場の知的財産保護に向けた取扱いの強化

●専門家紹介
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●参加機関紹介
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支援得意分野：知的財産法

（農水知財を含む）に関する訴訟対応、契約交渉、助言

スタートアップ支援を含む伴走型法的支援

福岡県農林業総合試験場

弁護士法人 さくら合同 早川 尚志 弁護士・弁理士

農林水産省委託事業令和5年度みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証事業の

うち農林水産研究の推進委託事業「知財マネジメント強化」

農林水産省「令和5年度みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証事業のうち農林水産研究の推進委

託事業『知財マネジメント強化』」（以下本事業）では、平成30年度より、農林水産業・食品産業に関する研

究に取り組む国立研究開発法人、都道府県の公設試験場や農林水産技術会議事務局が直接又は間接的

に委託等より実施する研究開発に参画する機関における適切な知財マネジメントの実施や知財マネジメント能力

の向上に資するため、知財マネジメントに高度な専門知識を有する専門家による個別の助言活動と共に知財マ

ネジメントの手引きの策定・普及活動を実施しています。

令和5年度からは、知財マネジメントの実践に取り組もうとする公的研究機関を選定し、約5か月にわたって、

専門家による重点的な支援を実施してきました。

本紙では、実践支援の取り組みの一部をご紹介させていただきます。これから知財マネジメントの実践に取り組

む公的研究機関や公的研究機関を支援する専門家、支援機関の皆様にとって参考になれば幸いです。

●事業概要

福岡県農林業総合試験場

業務内容：知的財産（種苗等含む）の管理、国内・海外

品種登録出願、特許権等の出願、知的財産権の活用

（実施・許諾契約等）、知的財産権の侵害対応、啓発活
動

ラー麦ロゴマーク（福岡県提供） ラー麦の食味試験（福岡県提供） 試験場ホームページ事務所ホームページ



専門家も試験場側の実情を理解するための最低限の農業の知識と経験を持つことは必

須であると実感しています。また、課題の模索を通じて、農業分野の知財マネジメントは、
部署を横断して地方自治体全体で取り組む体制が望ましいと考えています。

●福岡県農林業総合試験場の支援ニーズ・課題

➢ 福岡県農林業総合試験場知的財産権取扱基本指針の種苗の取り扱いについて、試験場において供試、配

布、分譲とあるが、供試における取り扱いの手順や書類の保管場所が一部不明確となっていた

➢ また、同指針は特許権、育成者権の出願を出発点としており、実施契約の締結や権利侵害対応についての

記載が中心であり、権利化前の知的財産（営業秘密、ノウハウ等秘密情報、研究データなど）の取り扱いの

記載が不足していた

試験場側は個々の試験内容や委託先（農家や加工業者など）の事情を、栽培試

験や加工試験別、品目別に把握・整理した上で専門家に相談することにより、初め

て、実情に即した課題解決の提案を法的専門家からいただけます。農業分野におけ

る知財マネジメントの課題解決には、試験場と専門家の共創が不可欠であると改め
て実感しました。

早川弁護士・弁理士

●取り組みの成果と今後の展望

➢ 供試について規定している実施要領について、種苗を用いる栽培試験に追加し、収穫物を用いる加工試験や

食味試験も取り扱いできるよう改訂を行った

●専門家による支援の内容

➢ 福岡県農林業試験場の知的財産（特許権、育成者権、種苗等）の取り扱いを定めている福岡県農林業

総合試験場知的財産権取扱基本指針の見直しを行い、保護強化に向けた課題を抽出

➢ 種苗の取り扱いについて、規定している供試、配布、分譲の各要領の棚卸しを行い、見直しを行った

●関係者コメント

福岡県農林業総合試験場

➢ 種苗取扱いの各要領を見直し後、福岡県農林業総合試験場知的財産権取扱基本指針の種苗の取扱い

の項目の見直し及び、権利化前の知的財産の取扱いの項の追加を検討した

※本紙に関して支援先機関への直接のお問い合わせは控えていただきますようお願いいたします

農林水産省農林水産技術会議事務局研究企画課 知的財産班
 Tel： 03-3502-7436/Email：gikai_chizai@maff.go.jp
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・収穫物の受領書提出
・目的外使用、外部流出、第三者譲渡の禁止
・試験終了後、収穫物及びその加工物を廃棄処分
し、廃棄報告書

・【食味】品種名や系統名は使用せず、特定でき
ないよう他品種と混合して、種苗としての転用
が困難な形態で、関係者に限定して実施。

・種苗の受領書提出
・目的外使用、外部流出、第三者譲渡の禁止
・試験終了後、種苗及び植物体を廃棄処分し、
廃棄報告書
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試験パターンの整理と試験別遵守事項の整理図（福岡県提供）

➢ 福岡県農林業総合試験場知的財産権取扱基本指

針に、権利化前の知的財産の取扱いの追加と種苗の

取扱いの項目に書類の保管場所の追加を行った（現

在、作業中）

➢ 今回の実践支援を通して見直しを行う中で、新たな課

題が浮かび上がってきたので、次年度以降引継ぎ改善

を図りたい


